
41旬刊  福利厚生　No.2404  ’24.11月下旬

能美防災株式会社（以下，同社）は，大正13年
創業，100年以上の歴史を持つ防災のパイオニア
である。自動火災報知設備や消火設備をはじめと
する各種防災システムを通じて社会の安全に貢献
している。

同社は，常に起こりうる「もしも」の火災を未
然に防ぎ，最小限に抑えることで，人命や財産を
守る使命を担う。入社には，安全・安心，社会貢
献の意識の高さが求められる。

そうした従業員を支える福利厚生制度等につい
て，同社人事部の矢代部長，中野課長，佐藤課長，
金丸さんにお話しを伺った。

受賞のポイント

同社は「ハタラクエール2024」で福利厚生推進
法人の認証を受けた。今回で2回目の認証である。

評価が最も高かったのは，複数ある評価軸の中
で「制度の運用充実」だった。非正規社員を含む
全従業員に福利厚生制度が公平に提供され，利用
率が高かった。

働き方改革の取り組み

社長を中心とする「働き方改革推進委員会」を
設置し，効率的に働き勤務時間の適正化を目指す
施策を実現する。

働き方改善の専門コンサルタントの協力の下，
各地で残業の削減のためのワークショップを開催
した。「どうすれば残業を減らせるか」という視
点で自部署の業務を見直し，全社で残業を月間20
時間未満にすることを目指した。

また，8部門（研究開発，システム技術，生産，
提案営業，設備設計，施工管理，メンテナンス，
スタッフ）で，部門間の異動も珍しくない。これ
による多能工化や部門を超えた業務の平準化とい

った全社最適を考えた動きも働き方の改善につな
がることを期待している。

働き方改革の一環で，23年に療養・育児・介護
の休暇が取得できる「ライフサポート休暇」を取
り入れた。これは年次有給休暇とは別に，有給で
本人の療養，通院，家族の看病・介護の際に年間
20日間を取得できる。不妊治療などに使って欲し
いという会社側のメッセージでもある。

他にも育児・介護を支援する制度がある。
法定時間外労働の制限　残業の免除
勤務時間中の育児時間取得　1歳未満の子をも

つ女性従業員は，1日2回各30分，または1日1回1
時間の育児時間を勤務時間内に取得可能
失効有給積立　同社では有給休暇を80日まで繰

り越しできるが，80日を超えて失効した年次有給
休暇は，最大40日まで介護を目的に利用できる失
効有給として積立可能。
勤務時間限定制度　10歳未満の子の養育をして

いる，または家族を介護しているといった要件で
1日の所定労働時間4～7時間の中で，30分単位で
設定し時間限定の勤務ができる。最低4時間の時
短勤務は法定を大きく上回っている）

福利厚生で良い会社が分かる！「ハタラクエール」

～消防防災のプロ，社会貢献意識の高い社員集団～

能美防災株式会社
福利厚生推進法人　認証

連載
第48回

業　　種　その他製造
事業概要　・主な防災設備・システム
　　　　　　�自動火災報知設備，防火・防排煙設備，消火設備，

ガスもれ警報設備，各種防災機器（消火器など），
住宅設備，超高感度煙監視システムなど

　　　　　・アプリケーション
　　　　　　�ビル，地下街防災システム，集合住宅システム，

一般住宅防災システム，情報インフラ防災シス
テム，文化財・建物防災システムなど

従業員数　2,055名（うち非正規社員244名）
男 女 比　80：20
平均勤続年数（正規従業員）　16.2年
平均年齢（正規従業員）　40.8歳

　能美防災株式会社　概要（2024年3月末現在）
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社員を育てる多くの制度

同社は防災のプロとしての志の高い従業員が集
まっている。従業員の自立性や業務能力をさらに
押し上げると同時に経営戦略ともリンクしている
制度がある。
期待の先BOX　全従業員を対象としたアイデ

ア公募として23年に実施した。現在推進中である
中長期ビジョンの目標は大きくストレッチしたも
のであるため，「新規事業の種」を発掘する手段
などにフル活用する。

新規事業・新規サービス，業務改善をテーマに
募集しており，何度でも応募できる。昨年度は約
1,000件のアイデアが集まった。
善行表彰制度　事故・事件の解決への協力と，

災害の未然防止など業務外での模範的な行動をし
た従業員を表彰する。
功績表彰制度　業績貢献，新領域探索，課題解

決の3コースで従業員の功績をたたえる制度であ
る。高評価の対象は「業界初となる製品開発」「厳
しい状況での他者の模範となる業務遂行」「作業
要領書の作成による業務改善」などで，実践的な
取り組みが多く選出され，表彰される（右写真）。
ライセンス報奨　技術力・知識力の向上と継続

して勉強する社風の定着を目的として資格取得者
に報奨金を支給。業務上有益な公的資格（簿記，
ITなど）を取得した従業員には，今後は一時金
ではなく毎月の給与に加算してその向上心に報い
ることとしている。

健康施策の強化

同社は19年に健康経営大規模優良法人に認定さ
れて以降，従業員が心身ともにいきいきと活躍で
きる環境整備をめざしている。

23年8月に福利厚生および健康支援サービスの
利便性の向上を目的に，福利厚生パッケージと健
康サポートアプリ「カロママプラス」を導入した。
これにより，福利厚生と健康支援が連携したワン
ストップサービスが実現した。これは，家族や友
人をはじめ職場の同僚との親睦にも活用できる。

このアプリは食事の画像だけでカロリー計算を
はじめ，体重や血圧，歩行数等ライフログの管理
に活用できる。

毎年5月・10月はアプリを利用した「能美杯・

ウォーキングイベント」を開催し，従業員は気の
合った仲間とチームを組んでランキングを競い合
っている。

また，健康に対する意識付けを目的としたe-ラ
ーニングの実施や，外部講師を招いた食生活やメ
ンタルヘルスなどに関するセミナーを開催してい
る。

今後の取り組み

健康経営と福利厚生制度の連携を強化して会社
の魅力を上げていくことを人事施策の方向性とし
ている。北海道から九州まで従業員がいるため，
ウォーキングイベントの参加率や健康アプリ，福
利厚生パッケージの利用率が，地域性，公平性を
意識した同社の取り組みの成果指標となると思わ
れる。

防災のプロを支える健康と福利厚生制度の両軸
の融合を期待したい。

　	 イベントの社内告知

　	 功績表彰制度・表彰式典


